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馬の搾乳儀礼 ｢グー二一･ウルス･ガルガハ･ヨス｣再考
一一儀礼の政治性 と身体性をめぐって-

1

上 村 明

はじめに

｢ケ一二一 ･ウルス ･ガルガハ ･ヨス｣とは.｢牝馬の子 (檀)を出す習慣｣

意味し,モンゴル国のおもにゴビ地方の牧民のあいだでおこなわれてきた

年の馬の搾乳開始にともなう儀礼を指す｡この儀礼については,モンゴル

国内のほか,外国人研究者の研究もあり.牧民生活の年サイクルでもっとも

豊かな季節の始まりを祝い,雨が降り,革が生え,馬群や家畜,そして人々

の繁栄を寿ぐ増殖儀礼と解釈されている(1)0

一･丸この儀礼は,社会主義時代の7'0年代以降からは,新しい民族文化の ｢創造｣

の文脈のもとに,モンゴル国民一民族全体の儀礼として位置づけられ,1990

年以降の民主化時代においても,儀礼をあつかう啓蒙的な出版物や研究書で,

地域的な偏差や文脈ぬきに ｢モンゴル民族｣の儀礼として記述されてきた｡

しかしながら,ほかの文化的要素,たとえば言語やデール(モンゴルの民族服)

などの全国的な標準化が進む一方で,この儀礼に関していえば,現実には馬

ゐ搾乳をおこなわない地方や牧民も多く,またゴビ地方でも,出版物に記述

されているのとはかならずLも一致しない儀礼や多様性がみられる｡

本論は,まずこの儀礼がモンゴル (人民共和)国の出版物の中で国民的な

儀礼として再構成されていく過程を,その言説が生みだされた状況に送りか

えし,再文脈化することによって明らかにする｡そして,現実にはこの儀礼

がそういった ｢国定｣の型に一元化されていかず.ローカルな多様性がみら
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図1 馬の搾乳 (1992年9月19日･ウムヌゴビ県ハンボグド･ソム)

れるのはなぜか ? さらに,そもそも･このような儀礼が生活の中で実践さ

jtつづけていく条件とは何か? という問蓮について･私自身のおこなった

聞き取り調査の資料をもとに明らかにしたい｡

2.モンゴル(人民共和)国の文献の記述

モンゴル (人民共和)国では.この儀礼についての文献は1960年代から出

版されている｡まず.こitらの記述を1つ1つ追って･学問研究の分野にお

いて.この儀礼がどうとらえられていたかみていこうo
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(1)B.ソドノム ｢モンゴル民衆の協働の歴史より｣(1963年)

モンゴル人民共和国で出版されたこの儀礼についての最初の文献は,1963

年B.ソドノムがモンゴル科学アカデミー言語文学研究所の学術誌 『言語文

学jに発表した｢モンゴル民衆の協働の歴史より｣という論文である(CoLIHOM.

6.1963).ここでの記述をまとめると以下のようになる(カッコ内は引用者の注).

馬の搾乳を始めるのは寅の日,終わるのは戊の日である｡人々が協力し

て子馬を捕らえ.ゼルとよばれるロープにつなぎ,最初の乳を搾る｡そ

の乳を3日ぐらい発酵させ,馬乳酒ができてから,また人々が集まり.

できた馬乳酒を宙に撒く儀礼をする｡馬乳酒の入った桶を馬に乗った

.2人がもち,それにしたがう1人が9つのくぼみのついた木製の匙で桶

の馬乳酒を四方八方に撒き,その3人の前には,馬に乗ったもう1人が

｢グー二一 ･ウルス ･ガルガハ｣をおこなう｡つまり,乳を撒くことば

｢ッァッァル (乳を宙に撒く儀礼的行為)のことば｣(uauJTLⅢ Yr)を唱えな

がら,ゼルを太陽回り(右回り)に3回回るのである｡その後にしたがう3

人の1人は,乳を撒くのと同時に ｢ツェゲ-ンド･ツアド｣(Ilar33HzluaTL.

馬乳酒に満腹しろの意)と叫ぶ｡それが終わると集まった人々は,ゲルに

入り,食べ軌 お茶,馬乳酒を飲み.宴を始める｡しばらくして,｢牝

馬を浦らえ (て搾乳し)た祝詞｣を述べる人間になみなみと注いだ馬乳

酒とハダグ (儀礼用の絹布)を捧げて,祝詞を述べさせる｡祝詞が終わ

ると,オルテイン･ド- (日本の追分に似た無柏の民謡)を歌い本格的な

宴が始まる｡

これが,いつの時代のどの地方のものかは,この論文の中にも,また他の

文献にも一切言及がない｡

上の記述のあいだに,乳を撒くとき唱える ｢ツアツアルのことば｣と祝詞

が挿入されている｡ソドノムが古い時代のものとして引用するこの｢ツアツア
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ルのことば｣は.･･Gegh -Bs血 一也saeuli-yinsudarorosiba''(牝馬の乳を撒く経)

を短縮したものであるらしい (DamdinsBrhg1959)o

この論文には,儀礼から宗教 (仏教)色を取り除き･牧民の労働の祭りと

してとらえなおそうとする意図がみえる｡

(2)Ch.ソドノム ｢グーニー ･ウルス ･ガルガハ ･ヨスー 民族誌の
記録- ｣(1965年)

そのつぎの文献は. 1965年Ch･ソドノムが･科学アカデミー歴史学研究

所の学術誌 r民族学研剤 に発表した ｢グーニー ･ウルス ･ガルガハ ･ヨス

ー 民族誌の記録- ｣であり (ConHOM･q･1965)･ 現在までの文献でもっ

とも詳しくこの儀礼について記述したものであるo

ソドノムは,この儀礼を ｢土地の主に乳製品を掛 ヂ祭るシャマニズムが根

底にある｣儀礼と規定し (CoAHOM･q･1965:30)I1930- 40年代までゴビ地

方でおこなわれていたとする｡また･この儀礼をおこなう家を･6-7頭以

上の牝馬あるいは.種馬のいる鳥群をもつ家がウルスを出していたと限定す

る (CozIHOM.tl.1965)｡

ソドノムは.儀礼を以下の①から③の3つの局面に分け記述しているo

①牝馬を捕らえる (rYY6apHX)

人々が集まって.ゼルを張り･子馬を捕らえるo小宴をするo

②ウルスを出す (Ypcraprax)

馬乳酒を蓄えるなど,宴の準備o

子馬を捕らえ くそのときこの儀礼のための羊も屠殺する)･お茶を飲んだ後･

馬乳を搾る｡初めの1頭は男性が搾るo

ぉ茶を飲む前,ラマがゼルの両端に石でオポーを作るoその上端 (高い側)

で ｢ポム ･サン｣(ByMcaH)という経を読むoこのときの経は･バルダ

ン･ザサグ旗では ｢トウメンデンベレ1)-ン･サン｣(TYMaHAaM6apan蜘

caH)か,｢ポム ･サン｣.トウシェ- ト ワン旗では･｢ゴドマ一 ･バ ラ
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イチョド｣(ro皿Maa6apa如 o皿)であるoこれらの経を読むことによって,

雨が降るように･草と乳が豊富で･豊かになるように祈る｡そして,辛

の右の長い肋骨と右脚の部分をゼルの下端で焼 くoこれを ｢ウルスを作

る｣(ypcxH免Ⅹ)という｡

それから乳を撒く儀礼(uaunhIHeCnOn)をおこなう｡これは.集まった人々

の乗ってきた馬の中から･9頭 (9質が集まらない場合は7頚か5郵 の白あ

るいは灰色の馬を集めておこなわれるoそれに乗 り2人が.乳の入った桶

をかけた馬括り禅の両端をもち,もう1人それについて乳を四方八方に撒

く｡この3人を家の主人が先導する｡

馬乳を撒く儀礼のあと･ゼルのところから,羊の肉,酒などが何人もで,

ゲルの入り口まで運ばれるoここで,運んできた客と主人のやりとりのこ

とばが引用されている｡

③ウルスの婁 (ypcH如 Ha軸 )

ゲルの中に入れた羊の肉を参加者に分ける (ypcH如 XyBLXy,aaX)｡そし

て･｢牝馬のウルス (子･種)を出す祝詞｣(rYYHH免Ypcrapraxb.HepO即)が

唱えられる (原文･訳は資料 (1)を参照)0

このあと,酒つぎに馬乳酒がふるまわれる｡

主人が ｢宴の世話人｣(Ha的 ⅢTYuJM∂n)を指名し,東西二手に分かれて,歌

を競うo中休みで･競馬,相撲をすることもある｡｢杯の祝詞｣(ceHrH如
epoO∬)で宴が終わる｡I

論文中に書かれているとおり,この記述は.1961年におこなわれた言語

文学研究所のゴビ地方での調査にソドノムが参加し記録した情報をもとに書

かれているo読まれる経の名前から,この儀礼が,バルダン･ザサグ旗,つ

まりボグド･ハーン時代のサインノヨン･ハン部ヨス ト･ベイス旗 (清代の

同部左翼右旗)でおこなわれていたものであることがわかる｡

この論文の第-の特徴は,すでに述べたように.ほかの文献にくらべ儀礼

の細部にわたる詳しい情報を提供していることである｡だが,B.ソドノム｢モ
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図2 仔馬をつなぐロープと杭.手前に見えるのは肉が焼かれた火のあとoその中間
に増殖の象徴であるデルス (月3PC･イネ科ハネガヤ属)が植えられている (1992年

9月19日.ウムヌゴビ県ハンポグド･ソム)

ンゴル民衆の協働の歴史より｣にあった鳥乳酒を撒くときに唱えることばや

掛け声の記述 (Co皿HOM.S･1963)がない.撒くのも馬乳酒ではなく馬乳であ

る｡その代わりに,儀礼のための羊が屠殺され煮られ･その肋骨と脚の部分

が焼かれる ｢ウルスを作る｣儀礼の記述がみられる.ラマが経を読む部分の

記述も前出の論文にない特徴である｡

(3)ガーダムバ,ツェレンソドノム編 『モンゴル民衆の口承文芸の精割
(1967年初版)

3つ目の文献は.初版が1967年に出た.ガーダムバとツエレンソドノム

編の rモンゴル民衆の口泉文芸の精華』である (raaAaM6a&IlapaHCO皿HOM

1967)である｡ここでは.Ch.ソドノムの記述で ｢ウルスの宴｣の始めに唱

えられる (Co皿HOM,t11965)ものと類似の ｢牝馬のクルス (子･種)を出す

祝詞｣と,その解説として儀礼の手順が述べられているoそれは以下のと

290
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ゴビ地方では,夏の終わりの月に ｢グー二一 ･ウルス｣をする｡

ウルスを出す日,近隣の馬揺り稗の手だれたちが集まり,ハダグを馬捕

り禅に結び,それでその年もっとも早く生まれた子馬を捕らえ,ゼルの

上端につなぐ｡子馬を捕らえ終えたら,アルツ (杜松の葉)の香を焚い

てゼルを清め,ウルスをする家に入る｡こうして料理を作 り,客をもて

なし,家の主人は本当のウルスをする日を伝える｡ウルスは,おもに水･

月曜日の,馬乳酒がよく発酵したころにする｡

ウルスの最初には,サン (さまざまな神的存在を称え香を供する経)を読む

僧が,ゼルのところで,2本の杭のそばに石でオボーを作 り.経を読む｡

ゼルの上端には,大きなフェルトが敷かれ,特別のテーブルの上に.木

の皿に盛り付けられた肉,ふり撒かれる馬乳酒,乳,宿,供儀の食物が

並べられる｡そのテーブルの前には,乳の入った大きな桶と,柄に五色

のハダグを結び,先端に9つの四角いくぼみのある匙が置かれる｡

家の主人は,客人たちの馬から9頭 (9更別こ足りなかったら.7頭でも5頭

でもよい)の白馬を選び,乳を撒 く慣わし (ec)を始める｡ゼルのとこ

ろで9頭の白 (あるいは灰色)馬に乗った人たちは,ゲルの入 り口まで

行き,銀杯の乳を順番に (先頭は家の主人)飲み,ゲルを太陽回り (右回り)

に回り,ふたたびゼルの近くに敷いたフェルトのところにもどる｡そし

て乳の入った桶の取っ手に馬捕り禅をとおして,2頭のおとなしい馬に

乗った人間にもたせる｡そして2頭の馬のあいだに白い (あるいは灰色)

馬に乗った人がつきしたがって,前述の9つのくぼみのついた木の匙で.

桶の乳を撒き,ゼルを太陽回りに3回回り.｢ツェ-ン･ツオド.ツェ-

ン･ツオド｣(uaaHuO皿.馬乳酒 〔u∂r33〕に満腹しろという由緒あること

ば 〔兄3ryypYr〕らしい)とメロディーをつけて叫ぶ.乳を撒いたのち,

種馬のたてがみにハダグを編みこみ.その年最初に生まれた子馬の頭に

もハダグをつけ,聖別する｡9人の馬に乗った人たちは,ゼルを回った後,
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営地 (XoT)を太陽回りに回り･鳥捕り樺を地面につけずにゲルまで行き･

ゲルに立てかけて中に入る｡

そのあいだ.ゼルの近くにあった食べ物やお茶を何人もで運んでくるo

そのとき.3回それをおろして｢昼休み｣を入れる｡休むとき･｢止まろう｣

と言い,出発するときには ｢移動しよう｣とみんなで言う｡

ゲルの入り口まで来て.｢ウルスの食物を届けに来ました｣と･ゲルに

向かって伝える｡そうすると･主人が出て来て･｢道中ご無事で? ど

こで昼休みし.どこに泊まって来ましたか?｣と言うと･ウルスの食物

を運んできた人たちの1人が.近隣にある豊かな意味のある土地の名前

を挙げて.｢どこそこに泊まりどこそこで昼休みして参りました｣と答
ぇる｡そうして,食物を主人に渡し･｢これは何か?｣とたずねると･｢こ

れは-･- (この部分の原文･訳を資料 (2)に挙げた)｣と答えて･主人は

ゥルスの肉をもち.それを分ける2人の人間を指名するoそして･ラマ

と主人の2人が豚肉を味わったあと･指名された2人が肉を細かくして

宴の客すべてに食べさせるoこうしたのち･主人は酒を入れた銀杯をハ

ダグといっしょにもち.立ち上がって祝詞を語る人間に向かい･｢兆あ

るすぼらしさことばを言ってください｣と酒を渡すと･祝詞を語る人間
I

はハダグを両手に広げて,最初の祝詞を唱える｡そのあと･主人は給仕

を手伝って杯を渡す2人の子供と･右手と左手両側に1人ずつ宴の世話

役を任命し,宴会を続ける｡

I.･
‥
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上の儀礼の手順をみると.大まかにはCh･ソドノムの記述 (Co脚 OM･q･

1965)と一致するが.これにない馬乳を撒くときの掛け声についての記述

を含む｡しかし.･儀礼のための羊肉の部分が焼かれる記述を欠いている｡

ch.ソドノム ｢グー二一･ウルス･ガルガハ･ヨス一 民族誌の記録- ｣

(COAHOM.q.1965)とこの文献の記述は･その後に出された文献の基礎資料

となっている｡

ch.ソドノムの資料 (Co皿HOM･q･1965)は･ソドノム自身が調査報告書
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提出の段階で提出しなかったらしいのに対して,この文献のもととなった資料は,

まだ言語文学研究所に残っている.この資料は,｢ウルスをする｣(YpcxH虫Ⅹ)

という名前で,資料番号 ｢Ⅹ10T2XHl｣に保管されており,インフォーマ

ントは,Sh.アルツ (48歳,ハルハ男性)という.ウムヌゴビ県バヤングライ･

ソム,ゴルパン･サイハン･ネグデルの第4ブリガード(組合作業班)の羊

飼いであった.キリル文字が読め,むかし盗賊 (ca免HXyJIra如)として各

地を放浪したとある｡この情報は.旧トウシェ-ト･ワン旗,今のドンドゴ

ビ県デルゲルハンガイ･ソム,ウムヌゴビ県マンダル-オボー ･ソムでおこ

なわれていたのを二彼が語ったとされている｡トウシェ-ト･ワン旗とは,

ポグド･ハーン時代のトウシェ-ト･ハン部トウシェ-ト･チンワン旗 (清

代の同部左翼後旗)である｡

この2つの文献 (cozIHOM,tl.1965.raa皿aM6a&uapaHCO皿HOM1967)は.

調査がいつ,どこでおこなわれたかについて一応言及し.その限りでは,也

方差や調査の文脈にセンシティブといえる｡

(4)H.ニヤムボー 『今日のモンゴルの習慣』(1976年)

H.ニヤムボーの r今日のモンゴルの習慣Jの ｢牝馬を捕 らえる習慣｣

(rYY6apHX色C)の項目 (H;lM6yy1976:72-74)は,ガーダムバとツェレンソ

ドノムの記述 (raa皿aM6a&IlapaHCOZIHOM1967)をもとにしているが,ゼル

のかたわらに作るオボーやラマの関与など仏教に関係する部分が削られてい

る｡またそれに続いて同じ文献から引用されている ｢牝馬のウルスを出す祝

詞｣は.短縮されており.ウルスの羊肉がゲルに運び込まれるときの,主人

と客たちのやりとりも省略されている｡また,この儀礼をおこなう日も.は

じめて子馬を捕らえた日と馬乳酒ができてからの2とおりあると述べられて

いる｡あとで述べるように,この文献は.牧民に対して新しい時代の新しい

儀礼の手本を示すという目的で書かれている｡
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第3部 動物をかたる

(5)サンピ)vjfンデブ 『牧民民衆の儀礼の伝捌 (1985年)･同縮 瞳
民民衆の儀礼の口承文割 (1987年)

サンピ)vf- ･プの 暇 民民衆の儀礼の伝捌 くCaMn- 3H- 1985'･

55_61)では.Ch.ソドノムの記述 (ConHOM･q･1965)をもとに･それにB･

ソドノム論文(ConHOM･6･1963)の乳を撒くとき唱える｢ツアツアルのことば｣

を ｢ツアツアルの韻文｣(uaunb川 uYnar)として収録し･また･Ch･ソドノ

ムの記述 (Co皿HOM.q･1965)にはない乳を撒くときの掛け声 ｢ツエグーンド･ツア

ド｣がガーダムバとツェレンソドノムの記述 (raa皿aM6a&uapaHCOnHOM1967)

から引触 れている｡しかし･羊肉をゼルのかたわらで焼く儀礼は削られて

いる｡

彼は.この儀礼を,羊や牛の乳を撒くツアツアルの儀礼と比較し･天や

周辺の山川に乳を掛 ヂるという意味でこれらと同じ形式をもつ儀礼である

が.前の2つが春を迎え子畜の誕生を祝う祝いなのに対して･この儀礼は夏

を迎え鳥乳酒を作ったことを祝う労働の祝いだとしている (CaMnm aHZuB

1985･.55)｡そして,｢現代においては･rグー二一 ･ウルス ･ガルガハJの習
慣から.ツアツアルを掛 ヂるなど信仰に関係する部分は捨て去られ･社会主

義的生活習慣の要請に適合した労働の祝日の意味が加わったのである｣と述

べる (CaMnHnnaH皿aB1985:61)oこのように･サンビ)vT-ンデブは･Ch･ソド

ノムの記述 (CozHOM.q･1965)をもとに･それに他の出版物からの要素を結

合し.儀礼の ｢全体像｣を復元するとともに･現代みられる儀礼の変化にも

眼を向けている｡

サンピ)vT-ンデブが1987年に編纂した暇 民民衆の儀礼のロ泉文芸脚 ま･

この儀礼に関係するつぎの5編の ｢口承文芸作品｣が出版物から引用され収

録されている (′′内は引用文献･資料を示す)o

①rYYHHBypc cyyHH- au爪tHYr･′6･Co叩 OM1963/

③rYYHH丘YpcrapraXb川 epeen･AXyBHn6ap･/raa凡aM6a･

uap∂HCO皿HOM1967/′ Ⅹ 10T2ⅩHl･ 1961/
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③rYYHH蕗ypcrapraxも川 epO肌 EXyBHJ'6ap./r∂n∂r6aJ.Can

1961.Epo◎JIYYn.yE.pp24-25/

④rYYHH丘 6apHXm ePOOn.AXyBm 6ap./IlaraaH,A.1961.

MoHrOJTLIHyTra30ⅩHOJThTHyHIUHX6HqHr.yE.pp.9-12/

⑤rYYHH丘6apHXもIHepeeJT.EXyBHJ76ap./S.ConHOM1963/

①は馬乳 (酒)を撒く ｢ツアツアル｣のときに唱えることば,②と③がウ

ルスの宴の祝詞.④と⑤が儀礼のために羊肉が供されない場合の祝詞であ

る.この②③と④⑤の違いは,･r牧民民衆の儀礼の伝統Aにも説明がない
が (CaMnHm aHn∂B1985),あとで述べるように牧民の中には区別するもの

もいる｡サンビルデンデブもこの2つを区別しているのは明らかである｡

(6)バダムハタン編 『ハルハの民族学』(1987年)

バダムハタン編の rハルハの民族学Jにおけるこの儀礼についての記述

(Ea乃aMXaTaH1987:360-362)は,とくに言及されていないが,ガーダムバとツェ

レンソドノムめ記述 (raanaM6a&LIapaHCO皿HOM1967)と基本的に一致して

いる｡ただ.この儀礼をハルハの南部 ･中部 ･東南部に限定しており,また

南部と限って最初の搾乳のさいに桶の中に植物のアイリスを ｢トーハイ｣と

いう結び目を作って入れるという地方の特徴も紹介している｡

この文献は,｢モンゴル (人民共和)国の民族学｣シリーズ全3巻の第1巻

である｡モンゴルの民族学調査は,ヤスタン (月CTaH.下位民族集団.ethnic

group)ごとに,19世紀未から20世紀初め,つまり革命以前の牧民文化を再

構成することを目標としており,この3巻はその集大成といえる｡いわば,｢民

族 (浴)学的時空間｣の中で記述がなされていることに注意する必要がある｡
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(7)アリヤースレン,
ニヤムボー共著『モンゴルの慣習中辞典』(1991
年)
.同『モンゴルの慣習大辞典』(1992年)

90年代以降出版されたアリヤースレンとニヤムボーの共著rモンゴルの

慣習中辞典』とrモンゴルの慣習大辞典j第1巻には
,
｢牝馬を描らえる習慣｣
(rYy6apHXec)という項で,
'この儀礼がとりあげられている(AphRaCYpaH

&HlM6yy1991:66J69.
Apt;laCYpaH&H刃M6yy1992:575-578
)
｡
ここでの記述

は
,
ニヤムポーをもとにした記述(H兄M6yy1976)であるが,
｢牝馬のウルス

を出す祝詞｣は削られており
,
B
.
ソドノムの記述(Co皿HOM.
6
.
1963･･22-24
)

にある｢乳を撒く韻文｣(IlauJTbtHuYJlar)ち.テン
ゲル(天神)の名の羅

列された部分がはぶかれ
.
前半のみが引用されている｡
また
,
最初に乳を搾っ

たその日のうちに祝う場合と馬乳酒ができてから祝う場合が区別され
,
前者

の場合｢ゼルのところで経を読み
,
香を焚いて
,
食べ物を並べるだけで
,
ツア

ツアルをおこなう｣としている｡90年代以降の出版物なので,
このように

ラマや経の記述が復活していることも注意を引く｡
しかし
,
もっとも重要な

のは
.rモンゴル慣習大辞典』の前言で.この本の編集者であるチンゲルが,｢モ
ンゴルの習慣は
,
モンゴル人みなが習得し
,
それにしたがって生活するべき

価値ある財産である｣(ApLSlaCYpaH&H;lM6yy1992:6)としていることであ

る
｡この
文献は
.
伝統文化の啓蒙書という位置づけができる｡

3.出版物における記述の一様性

以上.モンゴル国で出版されたこの儀礼に関する文献から.調査で収集さ

れた情報が脱文脈化され.モンゴル国民全体の儀礼として再文脈化される過

程がみえてくる｡

これらの文献をみると,まずB.ソドノム (CozIHO叫6.1963)をのぞくど

の文献も.科学アカデミー言語文学研究所による1961年の調査資料(2)に直

接的間接的にもとづいていることがわかる｡とくにその資料を直接利用した
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ガーダムバとツェレンソドノム (raa皿aM6a&uapaHco皿HOM1978)を引用し

た文献が多い01961年以降も同研究所の調査は毎年おこなわれており,ゴ

ビ地方だけでもほほ10年おきに調査隊が送られている｡また歴史学研究所

による民族学的調査もおこなわれたoそれにもかかわらず.新しい調査での

情報は1970年代以降の文献に盛り込まれていないoというより,新 しい調

査は･1961年の調査の情報になにも付け加えなかったo現実に1961年の調査

以上の情報量の情報が得られなかったという理由もあるだろう(3)｡さらに,

社会主義時化 一度検閲を経て出版された文献は,権威的な位置づけを与え

られ･後続の文献は･新しい情報の掘り起こしや情報の更新が容易にできず,

単に引用を繰り返す傾向があったことも指摘することができる｡

その中で･Ch･ソドノムにおける羊肉を焼く記述 (conHoM.t1.1965)が,

ほかの文献では一度も言及されていないことは.注目にあたいする｡この儀

礼についての情報を捻合しようとしたと考えられるサンビルデ ンデブの 暇

民民衆の儀礼の伝刻 でも･この部分ははぶかれている (CaMnHn皿∂HnaB

1985)oオルドスでは･牝馬の4本の長い肋骨 (AepBeHeHnep)をチンギス

に供し･ほかの部分を共食するという (Mostaert1956‥291)｡霊的存在に食物

を供するには･ヅァツアルのように空中に散布するか,焼いて煙にする方法

がとられるO-種の祖先祭紀として,この部分は焼かれてチンギスに供せら

れたと考えられるから･羊肉を焼く儀礼もチンギス祭紀(4'に関係のある儀

礼として･とりあげられなかった可能性がある(5)｡また,全体として ｢グー

-~●ウルス ･ガルガハ ･ヨス｣が,内モンゴルのオルドスやアラシャンの

儀礼と類似していることについても,国外の研究者によって示唆されている

にもかかわらず(6)･ モンゴル国のどの文献にもまったく触れられていない｡

これらの文献は･モンゴル国内に情報源を限定するだけでなく,ほとんど同

一の情報を引用する閉じた言説空間を形成しているといえる｡もちろん,ニヤム

ボー (HEM6yy1976)やアリヤースレンとニヤムボー (ApM aCYpaH&H只M6yy

1991･1992)と･その他の文献との性格の違いはある｡ニヤムボーは新 しい

社会主義の社会に適合した儀礼の型を示し (HRM6yy1976),アリヤースレン
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第3部 動物をかたる

とニヤムポーはそれを一種の教養として提供する (ApbEaCYpaH&H見川6yy1991･

1992)のに対して.Ch.ソドノムやサンピルデンデブなどの文献 (CoAHOM･

ll.1965.CaMnm AaHAaB1985)は学術的記述のかたちをとっているoしか

し,その境界はそれほどはっきりしたものではなかった080年代まで学術

誌は.一般の書店でも.たとえばソム ･センターの本屋でも･小説や牧畜関

係の書籍などといっしょに並べられて売られていた｡学術論文でも一般への

教育的配慮が欠かせなかったのであるoむしろ･民衆に奉仕する･つまり民

衆を啓蒙 ･教育し,国民として作りなおすための鋳型を作ることこそが･学

者に与えられた使命だったといえるo学術的な記述は･そのための素材を提

供したのである｡

ニヤムボー 怜 日のモンゴルの習胤 は･まさにそのような文脈で登場し

た文献であった｡民族的形式つまり具体的にはそれまでの文献の情報から･

仏教 ･シャマニズム的と思われる部分をとりのぞき･｢新しい生活のための

闘争に奉仕｣する 仙 川6yy1976:20)社会主義的内容を盛り込んだ国民の

儀礼のモデルを提示したのだ｡ニヤムボーは･｢社会主義的な社会関係の発

達と生活からの要請によって･わが国の人々のイデオロギー･実意軌 倫理

面で高まりつつある需要を満たす重要な手段としての近代の習慣を,より洗

練されたものにしなければならなくなった｣とし 仙 川6yy1976:18)･1974

年のモンゴル人民革命党中央委員会の ｢新しい社会主義の習慣様式を作り･

そjtを生活に浸透させていくこと｣が重要とする決定 (HEM6yy1976:19)

や1976年の第 17回党大会での ｢社会主義的生活習慣を発達させ･深く浸透

させることが非常に重要｣としたツェデンパル演説 伽 M6yy1976:21)な

ど.一連の党の方針を受け･｢モンゴル民族の伝続的習慣の進歩的遺産をよ

く理解し,今日のわれわれの生活に浸透させ将来も発展進歩していく習慣

の手本を作り,すべての習慣をおこなう手順を洗練させ･それを生活の実践

に創造的に用いていくべきである｣とこの本の意義を述べている 仙 川6yy

1976:22)｡これは,儀礼における ｢モンゴル国民一民族文化｣の創出といえ

よう(7)｡ニヤムボーののちの著書 仙 川6yy1984)では･それが理論的に展

298

馬の搾乳儀礼 ｢グー二一･ウルス･ガ}- J､･ヨス｣再考

開されているのに対して･この本では儀礼の実践上の手本が示されているの

であるoここには･国外のモンゴル人の同様の儀礼についても,モンゴル国

内の地方差についても言及はか ､｡

80年代のサンピルデンデブ 暇 民民衆の儀礼の伝観 では,このように

いわば政策的に作りだされた民族一国民の枠組みを所与のものとして,この

儀礼を 院 朝秘刻 の記述と結びつけ･それが古くからの伝統であることを

示唆するoここでは･モンゴル回外のモンゴル人であるカルムイク人の ｢ウ

ルス月の儀式｣についても触れられるが･それはさらにウランバートル南に

ある岩絵と結びつけられ･｢グー三一 ･ウルス ･ガルガハ ･ヨス｣が,古く,

固有のものであることを示す根拠となる (CaMnHnnaH皿∂B1985:55)｡そして,

最後に･ツアツアルなど信仰の要素が淘汰され社会主義的な労働の祝いと

なったとして･現代へと連結されている (CaMn- 皿∂HnaB1985･･61)｡こうし

て･儀礼は･本質的にずっと変らず･すでにそこにあり,個人がそれに属す

るような超歴史的な存在となる｡つまりモンゴル民族一国民という主体の一

部となるのである090年以降の民主化の時代においても,このような過程

は･かえって強化された｡対象化され･そして本質化された儀礼は,アリ

･ヤースレンとこヤムボーの 托 ンゴルの慣習中辞則 帖 ンゴルの慣習大

辞則 (Apも兄aCYpaH&H刃M6yy1991･1992)によって,国民に向かって,ふ
たたび教養として送りかえされる｡

こうしていったん国民文化の枠親みで儀礼がとらえられると,地方差や

文献ごとの記述の違いは･いわばノイズとしてあらわれるようになる｡た

しかに･バダムハタン編の rハルハの民族判 は地方差について触れてい

るし (sanaMXaTaH1987)･また･ガーダムバ･ツェレンソドノム編の 陣

ンゴル民衆の口承文芸の精割 やCh･ソドノム｢グー二一･ウルス･ガルガハ.

ヨス- 民族誌の記録- ｣でも･調査記録された年や地方の情報が書かれ

ている (raaAaM6a&uap∂HCOnHOM1978･ConHOM･q･1965)oLかし,それは,

国民の儀礼の素材として･あるいはモンゴルという土地に固有のものである

ことのアリバイとしてである｡このような地域 ･エスニックな差異は,国民
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第3部 動物をかたる

文化としての儀礼の ｢全体像｣からは.ある種の ｢欠如｣あるいは ｢過剰｣

とみられるのである｡

今でもモンゴル国の少なからぬ研究者にとって･モンゴル国外に居住する

モンゴル人との文化的同一性の主張と,モンゴル国内での多様性への言及は,

モンゴル民族一国民という主体の存立を揺るがしかねない発言とみなされて

いるように.私には思われる｡これは.モンゴル国の知織人にとって,倫理

とすらなっている｡モンゴル国において知識人になるとは･まさにこのよう

なナショナリズムのエートスをもっことなのである｡

4.ゴビ地方における儀礼の地域差

これまでみてきたように.文献での記述が一様であるのに対して.実際に

おこなわれている儀礼は.ゴビ地方だけに限っても,文献の記述にはない地

域差がみられる｡それを,私が1992年から9月10日から24日まで,モン

ゴル国ドンドゴビ.ウムヌゴビ両県でおこなった聞き取り調査によって示し

てみたい (資料 (3)のインタビューAからKを参照)(8)o

調査 した地域全体に共通してみられた点は.第-に.この儀礼が1930,

40年代までおこなわれていたとCh.ソドノムが書いている (CoAHOM･q･

1965)のとは異なり,社会主義時代にもおこなわれつづけていたことであるo

インタビューBでは,30年代までこの儀礼がどうおこなわれていたか話し

てもらったが.ほかのインタビューではその年実際にどうおこなったか,あ

るいは去年おととしはどうだったかを話してもらったものである.インタ

ビューAにはゼルを張る杭の近くにデルスを植えること,HからKには ｢タ

バグ･サイル｣についてなど,Ch.ソドノム ｢グー二一･ウルス･ガルガハ･

ヨス- 民族誌の記録- ｣(CozIHOM.q.1965)にもその他の文献にも書か

れていない情報があり,文献を読んで得た知識を語ったという可能性は考え

られない｡この儀礼が,ラマの関与がなくなったり.またソムの役人から干
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渉されることはあったにせよ･社会主義時代をつうじておこなわれてきたこ
●

とは,確実といえる｡

また･儀礼の目的を聞いたとき･地域を問わず.はっきりとした答えがか

えってきたo｢雨が降り･革が生え-篤の数が殖えるようにと,ハンガイ (の

地の主)に馬乳の最上の物と (馬群に対しても)羊肉を分け与える｣(A),｢夏,

雨が降るように･馬の数が増えるように｣(B)I｢大地の主 (叩 Cra3ap)を

喜ばせ･雨を降らせ･家畜が増えることを祈る｣(G),｢乳がよく出て.局

群が増えるようにと･ハンガイとハン･ホルマスタ礼 っまり 栂 なる大也,

父なる天日 こ対して,また国家や仏教に対して祈る｣り )という答えである｡

これらは･この儀礼の目的が家畜 (とくに馬群)の増殖を祈ることにあるこ

とを明確に述べている｡

つぎに･個 の々事例をみると･A･B･CはCh･ソドノムの記述 (co皿HOM,q.

1965)とほほ重なるが･羊肉の特定の部分を焼 くことをypc xH触 (ウルス●

を｢する｣(9))ではなく･ypcxa蕗nax(ウルスを融かす)といい,ゼルの下端

ではなく･上端で焼くことが異なる｡また･Bでは,以前おこなわれてい

たこととして･アリヤー ･エレンマンダという仏を,焼く羊肉の上にのせる

ことが･付け加えられているoこの仏の名前は･オルドスなどから書き取ら

れた祝詞や火を祭る祝詞にも登場し･それを文献学的に研究した欧米の論文

では･Rimada～Rimanda(10)と読まれている (Heissig1968b:268.276,285,

se汀uyS1974:68･90)oまた･この儀礼の起源説話としてチンギス ･ハーンが

登場するのもBの特徴である｡DとEは･断片的な情報だが,どちらも羊の

肉で宴をひらいて祝うことがわかるo FとGは･同じブリガードからの情報

であり･ツアツアル･羊肉での祝いなど･基本的な構成はAからCと同じだ

が･Fは羊肉を焼かないとし･Gでは焼くとしているoFの話者が25歳で

あるのに対して･Gが71歳であることを考えると,肉を焼く行為は近年つ

ねにおこなわれていたわけではなかったと推測できる｡

H･Ⅰ･J･Kは･うえのような･乳製品と羊肉での祝いと.乳のツアツア

ルと羊肉を焼く儀礼が無条件に結びっいた事例とは,基本的な構成で異なっ
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ている｡ツアツアルはするが･羊1頭の肉を煮て祝うのは3歳鳥が子馬 (ト

ボク･サイル)を産んだ家だけで･ほかの家ではツアツアルと乳製品だけで

祝うからである｡これは･Jのインフォーマントによれば ｢トボク･サイルが

生まれるのは非常に臥 いことなので･乳製品に加えシュース (羊肉)を出し,

それをみんなに分けて祝うのである｣と説明されている｡また･調査の地蟻

で-香北のKでは.班.Ⅰ･Jのようにそれ以降毎年羊肉を出して祝うこと

をせず.トポク･サイルの生まれた年に限り羊肉で祝う｡このHからKまで

の4つの事例は.旧行政単位で･トウシェ-ト ハン都ダイチン･ベイス旗

(左群 柏 = こ属している｡つまり･トボク･サイルの生まれた家だけが辛

肉で祝うという習慣の分布は,この旗の範囲と重なっているのである｡

ここから考えられることは.清代に組織された旧行政組織である旗 (ホ

シヨー)単位の特徴が形成されていた可能性である｡Ch･ソドノムrグー=-･

ゥルス ･ガルガハ ･ヨス一 民族誌の記録- ｣にも･サインノヨン･ハン

都ヨスト ベイス旗とトウシェ-ト ノ＼ン部トウシェ-ト ワン旗とで読ま

れる経が異なることが指摘されている (Co皿HOM･q･1965)oこのように･モ

ンゴル国の調査も旧行政単位について,無関心であったわけではなく･ツェ

レンソドノムの民族学 ･ロ泉文芸調査の手引書は･情報捷供者の現在所属す

る行政組織と並んで.革命以前どの旗に属していたかも調査すべき項目とし

て挙げている (uaPaHCOnfmM1972)｡実際･かなりの調査資料 こその記載が

ぁるが,前にみたとおり･論文の段階では･そのような情報はふるい落とさ

れてきた｡しかし.儀礼に関しても,配 いう旧行政単位の影響があること

に注目する必要がある｡

もう1つ指摘しておかなければならないのは･とくにサインノヨン･ハン

部ヨスト ベイス旗とトウシェ-ト ハン部下ウシェ-ト ワン旗が内モン

ゴルのオルドスやアラシャンと地理的に近いことである｡このことは･内モ

ンゴルのこれら地方でおこなわれていたジョラグ GulaY)やウルスイン･ナ

ィル (Bres･h nayir)などの儀礼 また ｢チンギス･ハーン祭剛 とのなんら

かの関連を示唆するものであろう0
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5.儀礼の基本要素 ｢モジュール｣

これらの事例を,他の儀礼とも比較し,整理すると,共通する3つの要素

(以下 ｢モジュール｣とよぷ)がみえてくる｡この儀礼は.その組み合わせから

成り立っているといえる (下表参照)｡｢モジュール｣ということばで示した
いのは,ほかの儀礼や場面にも組み込みや組み合わせが可能という.儀礼の

構成要素のもつ性質である｡

モジュールaは.ゼルを張り,子馬をつないだあとに.お茶あるいは簡単

な食事で参加者をもてなすというものである｡モジュールbは.ゼルを張り.

子馬をつないだあとに.母馬の乳を搾り.その乳を空中に撒くというもので

ある｡これには.参加者への乳製品や馬乳酒あるいは小宴といったもてなし

がともなう｡モジュールCでは.羊をこの儀礼のために1頭煮て参加者に分

配し,宴をおこなう｡これには,羊肉の特定部分を焼いて供物とする供蟻が

ともなう｡このように,これらのモジュールは,天神や土地の｢主｣,祖先といっ

た霊的存在に対する初物の分配･共食である ｢供物｣と,人間に対する分配･

共食であるところの ｢参加者への分配｣(もてなし)という,対になる2つの

部分からなっている｡

供物 参加者への分配

a なし (乳茶を宙に撒 く) 乳茶 .簡単な食事

bー搾った馬乳 (初物)あるいは馬乳酒を撒く 乳製品 (馬乳酒)

モジュールのミニマムな構成は.aだけで成立し.インタビューAの最後

のほうで言及されているように.今後の仕事の成果を祈 り解散するという

場合である｡この場合,乳茶が宙に撒かれることもあるが,儀礼というより

ち,集まった人々の労をねぎらう意味が強いといえる｡地域は異なるが.私

が1996年7月にモンゴル国バヤンウルギー県ボルガン･ソムで立ち会った
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のも.このように.乳茶が苗に撒かれ 乳茶･乳製品や揚げ菓子が作業を手

伝った人たちにふるまわれる簡単な祝いだった｡

モジュールbは,この儀礼の核心部分で･これ単独でもおこなわれる｡旧

トウシェ-ト ハン部ダイチン･ベイス旗領のソムでおもにおこなわれてい

るのが,これである｡また,aをおこなった3日ほどあと･鳥乳酒ができて

からおこなう場合 (a+b)もあるo

モジュールCは単独では成立せず.かならずbと結びついて｢b+C｣か｢a

+b+C｣という連続で出現する｡前者は牝馬を捕らえたその日のうちにb

とCをおこなう場合.後者はaをおこなった3日ほどあと･馬乳酒ができて

からおこなう場合である｡旧トウシェ-ト ハン部ダイチン･ベイス旗では･

Cはトボク･サイルが生まれた家族だけがおこなうのに対して･サインノヨン･

ハン部ヨスト ベイス旗とトウシェ-ト ハン部トウシェ-ト ワン旗では･

搾乳開始の儀礼をおこなう家族は･bとCをおこなうoつまり･bとCのつ

ながりは,前者では条件的であるのに対して･後者では無条件である(ll)o

ここで,bどCを2項対立としてとらえ･地方差を1つの構造に吸収する

こともできるだろうoたとえば.初物である馬乳や馬乳酒の儀礼であるbに

対して.Cを馬肉の初物を掛 ヂて分配することが起源であったとして･儀礼

を再構成を試みることもできるだろう(12)｡しかし･ここでは･そういった ｢深

い読み｣や儀礼全体の要素間の構造的関係よりも･それぞれのモジュールの

実践されてきた条件を考えてみたい｡

6.儀礼の身体性と政治性

この儀礼のモジュールの ｢供物｣部分は･つぎのような毎日おこなわれる

生活儀礼と連動しているo家の女主人が･大なべに作った乳茶をひとすくい

し.スト プの火に掛 デ,それからゲルの外に出て残りを宙に撒くoまた･

家畜の乳を搾ったあと.桶の乳をひとすくいずつ四方八方に撒く｡旅の途中
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のオボーのかたわらでも,男たちが酒を空中に撒いて道中の安全を祈る｡a

とbの｢供物｣部分は,これらの行為(ツアツアル)のバリアントの1つであり,

もっとミニマムなかたちでは,酒をふるまわれたとき,杯の中に薬指の先を

浸し,それを空中にはじく行為 (セルチムレフ.captIHMJTaX)とも連動している｡

これをおこなう人の視線は.やはり宙に向けられている｡

また,なべで煮て皿に盛り付けた肉から,それに最初に手をつける家の主

人や目上の客が,脂身など数片を切り取って,ストーブの火にくべる習慣は,

Cと連動している｡

もちろん,日常のツアツアルでは女性がおこなうのに対して,この儀礼で

は男性がおこなうのが通常であること,Cでは肉は戸外に張られた子馬をつ

なぐロープ ｢ゼル｣のそばで焼かれるのに対して,日常の肉を焼く習慣はゲ

ル内のストーブで焼かれる(13)という違いはある｡しかし,これら日常の習

慣は,この儀礼を解釈する枠組みを提供し.反復されるその動作は,この儀
●一

礼の実践における身体技法にいかされている｡
ヽ

｢供物｣や参加者へのもてなしは,その家族に偏在する富や幸福の一部の

再分配だといえる｡一般に,馬を搾乳し.鳥乳酒を作ることのできるのは,

裕福な家庭と考えられる｡一定以上の馬乳の量を確保できる頭数の牝馬を保

有し,労働力を家族内やその外から調達できなければ,馬乳酒作りはむずか

しいからだ｡儀礼における分配の目的は.それをおこなう人間の説明による

と,｢書から家を守る｣(G)ためである｡つまり,富や幸福の独占は悪であ

り.なんらかの災いを誘引するかもしれないという意識が存在するのであるo

それを避けるために.富の一部である馬乳などの ｢上物｣(皿33X,｢サンプル｣

の意味もある)を捧げ,人間に対しては宴でもてなす｡

B.ソドノムによれば,乳茶または馬乳酒のような液体を宙に撤いたり,

固形物である肉を焼くのは,供物の対象となる天神や山水の ｢主｣や祖先の

霊などが ｢不可視の空気のような存在｣(ⅩH最cYr)であり,｢匂いで満腹する｣

からだと説明される (CoAHOM.S.1963:25).これらの存在は,儀礼で唱え

られる経や祝詞ではそれぞれ名前がつけられているが,日常儀礼をおこなう

305

涌M瑚仙｣月順叩泊地満月

_.
14⊥二
,rrlL_.tJ
.rt.1リ.JJ川JJJjuり･5..;.'if･1..卜JrlT;_L]



第3部動物をかたる

人間にとっては,
個別の存在として意識されず
,
まさに｢空気のような存在｣

である｡
むしろ説明するという行為そのものが
,
捧げる対象を明確にしてし

まうのだといえよう｡
｢ツアツアル｣や肉を焼いて捧げる対象は,
富の分配

にあずかる
,
ゼロ記号化された他者としての
,
まさに｢空なる存在｣といえるo
財の分配は
.
それをうながすなんらかの社会的要請にもとづいておこなわ

れる
｡ハンフ
リーとスニースは,
｢義務の社会関係｣という概念を用いて
,

モンゴル社会における財やサービスの移動のネットワークを記述
.
している｡

その関係は
.
互酬的な交換関係ではなく
,
社会における相対的な位置によっ

て
.
財やサービスの流れが期待される関係で
ある
｡
たとえば
,
｢目上｣(年長)

の親族は
,
助言やなんらかの影響力の行使
,
物質的･金銭的援助が期待され

るのに対し
,
｢日下｣(年下)の親族には,
尊敬や服従
,
労働力の提供が期待

される｡
その強度は
,
彼らが｢儀礼家族｣とよぶ旧正月(uaraaHCap)な

ど儀礼のさいに集まる近しい血縁者のあいだでもっとも強く,
その他の親庇

友人
.
知人の順に弱くなる(Humphrey&Snea也1999:141)0

現実には
,
上述のような｢義務の社会関係｣は
,
実際の期待された行軌

あるいは期待に反する行動によってつねに再構成され,
期待される度合いも

内容も絶えず変化していくはずである｡
儀礼における贈り物は
,
この期待を

いわば初期値にもどす役割をはたしているといえるだろう｡
それによりお互

いの社会的位置を再確認するのである｡
日常ひんぽんにやりとりされる儀礼

的ともいえる贈り物のやりとりも
,
これと同じ役目をはたすものといえるo

また
.
旧正月の挨拶(30nrOX)の動作は,
ふだんは目にみえない関係を｢可

視化｣する
｡
このようにいくつかの儀礼は
,
義務の社会関係をその前提とし

ている｡
これら儀礼は
.
財やサービスの再配置という日常のミクロな政
治性

と結びついているのである｡

ただし
.
馬の搾乳儀礼における動員や財の再分配は.
上述のような基本的

に一対一の関係には容易に還元できない一対
多の関係にある｡
これを問題に

するとき
.
親族関係に中心を置いた分析よりも
,
政治的な支配関係などマク

ロな政治性を視野に入れる必要が出て来る｡
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儀礼の旧行政単位である旗による特色は
･
まさにマクロな政治性によって
作り出されたものであるといえる
o
領主など旗の有力者のパフォーマンスに
よって印象づけられた型が
･
現在も地域の差となってあらわれていると考え
られるのである
020世紀初めの画家B･
シャラブ作とされる｢馬乳酒祭り｣
とよばれる絵画には
･
この儀礼のようすが措かれている｡
そこにみられるよ
うに
･
当時
･
この儀礼は
･
旗の領主の政治的権力を後ろ盾とするチベット仏
教のラマ僧たちが
･
指導･実行していたoそのさい,
宗教的教義にしたがっ
て
･
モジュールを変形し
･
組み合わせる作業がおこなわれたであろう
｡い
ち
ど強力に身体に刻み込まれたパターンは持続するo
現在にみられる儀礼の地
方差は
･
過去の政治力による身体への刻印のあらわれといえる
｡

図3 乳を撒くツァツァルは･モンゴルで広く行われている日常的な儀礼である｡軌
ヤクの搾乳後･しぼった乳の一部を笛に撒いている (1993年9月3日.ホブド県 ト ト
ソム)
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文献上の記述の分析でみたように･馬の1年の搾乳開始にともなうこの儀

礼は.モンゴル (人民共和)国の出版物において･国境の外との同一性と国

境の内での多様性をともに捨象することによって･モンゴル国民一民族の儀

礼として作られイメージされてきた｡これにより･この儀礼の記述は画一化

され,ふたたび人々に ｢教養｣として送りかえされるべきものとされたoそ

れに対して.現実におこなわれてきた儀礼には,文献の記述にない細部と地

域による多様性がみられたo

この儀礼が.文献的知識の影響を受けずに実践されてきた条件には･目的

意識が明確であることや,日常おこなわれている儀礼的所作･つまりツアツア

ルの習慣や肉をスト プの火に掛 ヂる習慣との身体技法的な連続性が考えら

れた｡また.Ch.ソドノムが書いている (CoAHOM･tl･1965)のとは違って･

この儀礼自体が毎年継続しておこなわれてきたことも挙げられるだろうo反

復され継続する身体的記憶は.出版物の情報より強いと考えられるからであ

る｡それに,ゴビ地方の牧民にとって･自分自身のエスニシティはモンゴル

国のマジョリティ集団であるハルハなのだから･みずからのおこなっている

儀礼が文献の記述と異なっていたからといって･自分の民族性や文化の正統

性に疑問を抱く必要はないoつまり･儀礼をおこなう主体は･即日的で充足

した存在であって,対象化される契機はなかったのであるo

いっぽう.国家のほうでは.社会主義的生活に合わせてイメージされた新

しい儀礼の型を伝えるメディアがなかった｡儀礼をマスメディアで伝えるこ

とは,テレビであってもむずかしかっただろうoそのためには新しい儀礼の

かたちを実際に実行して例示する以外に有効な方法はないと思われるoそれ

にはかなりの経済力や政治力が必要だo社会主義時代･いくら信仰の要素を

排除したとしても,ともするとチンギス崇拝にも結びつくかもしれないこの

ような儀礼を.国家や地方組織が中心となって大規模に実行することは･ま
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ず考えられなかったo新しい政治性は,この儀礼において,身体性を獲得で

きなかったのである｡

同時に･儀礼のモジュールは.身体性にもとづいた基本構造を保持したま

ま･政治的状況に応じてそのかたちを変える ｢可塑性｣ももっている｡私が

調査したモンゴル国西部のアルタイ･オリアンハイでは.旧正月の元旦の朝.

ゲルの近くに積んだ石積み ｢バリン｣の上で,羊の胸骨の部分の肉を焼く習

慣があるoしかし,社会主義時化 これは.｢非社会主義的｣とされ ソム

の役人に隠れてゲルの中のストーブで焼く新しい習慣が形成された｡現在で

も･儀礼の簡便な方法として,多くの家庭でおこなわれている｡これも,倭

礼モジュールの ｢可塑性｣を示すよい例であろう｡

このような儀礼の身体性と政治性についての考察は,フィールドワークが

可能となった現屯 まずは儀礼と馬乳搾りのための労働力の動員,協動 財

の分配といった現実の場面で詳しくなされる必要があるだろう｡つまり,儀

図4 チベット層の元旦にアルタイ･オリアンハイが焼く羊の肋骨つき胸骨｡残らず
肉が焼ければ,その年は縁起がいいといわれる (1994年2月10日.ホブド県ド-ト
ソム)
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礼をおこなわせ･儀礼によって再構成される政治性の関係の網をたどってみ

ることであるoまた,儀礼における象徴といったテーマよりも･儀礼を支え

る日常の動作といった身体技法的側面からの研究の重要性がもっと強調され

てよいだろう｡

【註】
(1)ハンプリー.小長谷有紀 (利光有紀)などの研究を参照のこと (Humphrey1981･

篭

丁止
Tlf
汀)～

I
J
1
.-Tl
.L
一"--

ル刀/.′ヽーl'/7/~l･ -′' I

ハンポグドの各ソム.ドルノゴビ県のハタンポラグ･アガロールト･フブスグル･ズー

ン･バヤン.サインシャンド･アルタンシレ一･イへへトの各ソム･また報告書に

は洩れているが.同アイマクのオラーンボトラハ･マンダハ･ソリン--ルの各ソ

ムを踏破し.英雄叙事詩･民話のほか･民謡･伝乱 祝詞･なぞなぞなど多くの口

頭伝郎 採集し.また仏教経典その他の文献を収集したo調査隊は･科学アカデミー

言語文学研究所上級研究郎 ･ロブサンバルダン (Ⅹ･nyBCaH6anAaH)を隊長に･

同研究員Ch.ソドノム(q･Co皿rtOM)･同Ts･ムン7- (u･Me- )･FlJ･ツオロ~
(jK uonoo).モンゴル国立大学4年生M･シネ7- (M･Ⅱ- XYY)･同大5年生D･
サンザイジャムツ(JLCaH3aBxaMu)洞 じくD･トウムル- (皿 TeMepTOrOO)が加わった｡
(3)1961年以降の言語文学研究所の調査によるこの儀礼の記録には･以下のものがあ
_.._.._一__【 畑A｡JLeR口 蓋賭 ノン7才_マントの名前,年齢.性別,耽業,

利光1989b.小長谷1991a･1991b)o

(2)調査報告書によれば･調査は同年5月9日から7月8日までのほほ2カ月間の日

程でおこなわれた｡実質的な調査期間は5月11日から7月10日までで･ドンドゴ

ビ帥 ロース.デルゲルハンガイの各ソム･ウヌムゴビ県のマンダル=オボー･ボ

ルガン.バヤングライ･セルベ一･ゴ ルパンテス･ノヨン･ツオグトツエツイ~･_､. _.J→■′11.で_.

I-ーー~I
る｡資料保存番号.採録年月日･表題･インフォーマント
識字等の情報,所属ソム (カツコ内は過去の行政単位)

①Ⅹ5,33XHL1974′6′25･ryyHH免YpcrapraXep醐■■

を挙げる｡

(牝馬のウルスを出す祝詞)
.三′LLV.ーー~Iーー~r

sanAaHr舶 HSaH3parq･65HaCTaB･aparTaB･ManW H･ynCbtHePMq･
ⅩyyqHHMOnrO- anna･TeBnManna･eMHerOBb･uOrTOBOO･3aMblHuaHエ

6叩 an･TYuaaTXaHa- r･rOBbTYuaarrYHrH如 Xyuyy(TYuaaT

叩 HBaHrH如 Ⅹouyy)

③Ⅹ5T33xH47,1974′6′201rYY6apHXb川 ePeen (牝馬を捕らえる祝詞)
caMa叫 aPbtHflaHAa･eMHerOBb.XYp- ITynra6pHraA(Ca如 HoeH

xaHa如 ar.色cT6aaC舶 Hxouyy)

③Ⅹ5T33xH57.1974′6′7･rYynか pcrapraXTyXa最 - a(牝馬のウルス
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を出すことについての情報)

ⅩaJITapb7HXyr皿ap.52HaCTa蕗.aparTa丘,OJIrOHyyZ10BOr,6HtlHrM∂皿H3.
nyHttrOBL.XyJTZL.TaJTblHu∂u∂rHar皿aJT.EynaaH6pHraZl(TYu33TXaH

a最Mar.TYuaaTt7HHBaHrH最HXOLUyy)

*以下,全訳を示す｡

とくに占わせた日時,1歳烏を捕まえる人間は.自分にとって縁起のよい方

角 (餌pH如 ca丘H3Yr)から1歳馬に近づき.馬捕り樺で揺らえる｡このとき

その年最初に生まれた1歳馬から捕らえ.すべての1歳馬を捕らえてつなぎ終え

ると.ゼルのかたわらに白いフキルトの敷物を敷き.羊の肉を生きていたとおり

(aMもAbIHeCOOp.全都)に置き.ほかの上物の食べ物.アルヒ.ス-ティ･ツア

イなど美味のものを並べる｡/ウルス ･ガルガハの祭詞 (can)を読むラマが一

番上座に.つぎにその家の主人がすわり.ほかの客たちも順にすわる｡/ラマで

ない2人の男 (TePH最H2XapxYH)が,初めて搾った乳を桶に入れて馬捕り樺

でかつぎ,9つの穴のあるツアツアルで ｢ツェ-ン･ツオド｣と叫びながらゼル

の周りを巡り,撒く｡つぎにヒ-モリの祭詞を読む｡/語嚢の豊富で言葉巧みな

人に,ハダグと椀に入れた乳を捧げて.牝馬を浦らえる祝詞を唱えてもらう｡つ

ぎにラマが経を読んで.一同上物の食べ物を手にもってホライを唱和する｡そし

て手にもった食べ物を食べる｡/つぎに肉を分けることに巧みな人間を選んで羊

の肉 (uYyt)を分けるこ肉の半分は馬乳酒やアルヒ.乳製品をもってきた人の容

れ物に入れてやる｡残りをみんなで分けるのである｡ラマと主人には多めにする｡

分けた残りの屑を部分をフェルトの敷物の上に置き.それを子供たちが奪い合う｡

/香を焚きながらゼルを回る｡/今日ではこの儀礼は完全なかたちではおこなわ

れなくなっている｡/今日では肉をすべて煮て,ゲルの中かゼルのかたわらで分

けて食べる｡この儀礼は,むかしも今も決まった少数の家でおこなわれ.どの家

でもおこなわれるのではない｡

④Ⅹ5T49ⅩH3.1982.rYYHH最Ypcrapraxep閏月(牝馬のウルスを出す祝詞)

roM6hIHOpro最,47HaCTaB,XaJTX.ulHH36Ⅰn HrMaZIH3.OMOHerOBh.MaH皿aJ7-

oBOO.rOBbTYuJaarrYHH丑XyLUyy(TYulaaTXaHa虫Mar.TYul33TtlHHBaHrI柏 H

xouyy)

⑤Ⅹ5T49XH8,1982.rYYHH最Ypcrapraxep餌Jl(牝馬のウルスを出す祝詞)

ⅩopJIOOrH如 C∂paa,48HaCTa軌 XaJTⅩ,aparT∂最.OMHerOBb.EaSlH皿aJTa乱

saJl皿aH3aCrH最HXyl岬y (Ca最HHOeHXaHa最Mar,丘cT6aacH蕗HXOuyy)

(4)これに関しては,近年,楊海英の一連の研究がある (楊 1995,1996.1998.

1999.2000.2001)｡

(5)たとえば.プリヤートの学者ガルダノワは.火の儀礼がチンギス祭紀と緊密な関係

にあるとしているが (ra∬皿aHOBa1976:152).モンゴル国内においては社会主義
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時代チンギスへの言及はタブー視されていたとされる｡

(6)Heissig(1966,1968).小長谷 (1991)など.とくに前者の研究は･発表年代からいっ

てもモンゴルの研究者にも利用可能だったといえる｡

(7)筆者は.モンゴルの伝統芸能面での国民一民族文化の創生について述べたことが

ある (上村2001)｡

(8)この調査について.筆者はその概要と資料を提示したことがある (上村 1992)｡

本論には資料を再録する｡

(9)｢する｣(XH蕗Ⅹ)は.｢作る｣｢入れる｣の意味ももつo

(10)女性の姿をもつ無垢仏 (T.drimed)｢ヒルグイ･オヒン･テンゲル｣(M･gkir

凸gei6kintngri)と思われるo

(ll)馬の搾乳開始の儀礼としてbは欠けていてはならないが･｢ウルス｣とはCの羊

肉そのもの.あるいは ｢ウルスをする｣とは羊肉を参加者に分配することであるとI

A.G.H.Ⅰで解説されているobのみでは ｢牝馬のウルスを出す｣(rYyHH点Ypc

raprax)という表現は用いられず.｢牝馬を (1年の最初に)揺らえる｣(rYY

6apHX)の表現が用いられることがわかる｡サンピルデンデブも･この区別にした

がっている (CaMnmllaHAaB1987)｡つまり.｢グー二一･ウルス･ガルガハ･ヨス｣

とよばれうるのは,｢b+C｣と｢a+b+C｣だけである｡もっとも.インタビュー

Jのインフォーマントは.｢ウルスを出す｣とは馬乳を撒くこと (ツアツアル)で
あるとしている｡

(12)馬肉の食用がタブーとなったのは仏教が広まって以降とされる (後藤 1968:

69-72)｡また.儀礼のために屠殺されるヒツジは.群の中でその年一番初めに生ま

れた子馬を掃らえた馬捕り樺で捕らえられるか.それと同時に屠殺される｡この羊

はその年一番初めに生まれた子馬やトポク･サイルの身代わりと考えられる｡ただ

子音は食用されないので.子馬そのものが屠殺されていたとは考えにくいo

(13)その家の炉 (火)の神に掛 ヂると説明されることもあるo
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1991 eMHeTOBムahMT∬滋HXyPaaHTyjfTnrX.Ⅰ-I,naJlaH3a皿ra皿XOT.

XaMuapaHO.U.

1961 -KyJIhTtIHHrI‡CBOp皿OCe''.centTdAsJ'att'cJoumaJ.6:194-234.

【資料】

(1)｢牝馬のウルスを出す祝詞｣
3∂∂!

e皿pH最HCa虫HblreHXHHXYJIa∂X

Capも川Ca免HblrCaaTaHXYJlaaX

map3ypXa如 HhulapJlyyJTaHY3aX

Bop3ypXa如 恥 60pJIyyJtaHY3aX

eHOO皿pH最He皿pH最r

eJl3H免エauJBaa6YpACaH

OAep叩p餌CCa如 e皿epra光

HaaHaaCHもXapaXaA

ゼ-

よき日を久 しく待ち

よき月を永 く待ち

黄色い占いで占い

褐色の占いで占い

きょうの日を

吉兆そなわった

日々の中のよき日といい

こちらからみれば
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第3都 動物をかたる
ヽ

HaHXHHXaaTa政 ･

llaaHaaCHt･XapaXa皿

qaMHHXa∂T3免

Ha免MaHTaXffJl6YpzICaH

HaMrYpHapTa免 Xazlar6apは

HaMa免repOOr∂caHIOM6H333･

XexMeHreHTaHrapH如 araapaaC

XeuHrJIeHuOruJl0X rapZtar

XeBeHuaraaHYYnHaaC

XeJIJleH6yycaH

XY最TaHXypbTHtIH最raap

XopcTaJTTaHLIaJIH丘raac

yprax zlaJTrapCaH

xoxHOrOOHu UHM6H3aa.

MaJlMaJTLTHUJHM

MaHa免MaJlhTHUHM

ApxHHaPTa蕗apHryyHtlaHapTa最

華麗な柄

向こうからみれば

精巧な柄

八供物そなわった

ナムグルという名のハダグを掛 ヂ

私に祝詞を唱えよというのかo

蒼き銀の天より

幕のようにかたまり出る

白き綿雲より

脚を下ろし降る

冷たき雨の水気により

金の大地の土より

生え出で広がりし

青さ草の養分であろう｡

家畜たちの滋養

われらの家畜の滋養である

アルヒという名の清さ性質の

capxazlH叩 T3蕗 ca虫ⅩaHtTaHapTa最H皿aar
サルハドという名のすぼらしさ性質の飲み物を

Arap3aHZIaHXyH皿raHA

AM皿YYpaHMaJTaJl3YYJIX

acpaHXyPMaCTaZt

TaxHJl60JTrOHepreX

3HXOJlOH6HZlaHZl

naax60JTrOHerLlerH皿aaK)M6H333･

0HzlepCa免ⅩaHLlaHXHZl

eproerOO6apは

eHePOJTOHaXLIYYHaPaa

OHre3YCaapHLCyyJTraX

epreHCa免XaHTaJT皿

Y丘TYMaHrYYra36apは

3aaHbtuHpaHXeXYYpXH免Ⅹ

3aH皿aHMO皿OH6YJtYYpXHibK

ypTCa免XaH3aJlaa

yp皿yypaaTaTaX

XoJICa免XaH3∂JT33
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アガルという香木の杯に

なみなみと注ぎ

主なるホルマスタに

供物となして捧げ

平穏なるあまたのわれらに

上物となして与える飲み物であろう｡

美しき高台に

宮殿を建て

あまたの兄弟を

似たものごとに座らせ

広き美しき平原に

無数の牝馬を捕らえ

象皮の酒袋を作り

香木のかき混ぜ棒を作り

長さ美しきゼルを

前方に張り

遠長なる美しきゼルを

鳥の搾乳儀礼 ｢グー二一･ウルス ･ガルガハ ･ヨス｣再考

Ⅹo丘ryypaaTaTaX

XapBaXXYpaXrY点 3∂JTTa丘

ⅩaTHptTXYp∂ⅩrY丘6Hm aapT∂丘

XeHnH蕗r餌pAYYpCaH

XoxaJTaraZtyyraauyrJTYyJIX

yyprLIHypTLTr6apは

Ⅹy最BhTHuaaJlH最rxH蕗X

Xy点caJTXHUHF

XypztaHMOpHO6apい K

XyJTaHTaXLLuHryHaraayypraJTX

naJraHXYH皿apX HOrTJTOOLI

Ham XYHHa丘pJTaHt7arTJTaa皿

後方に張り

射たる矢の届かぬゼルをもち

馬を駆けて届かぬ牧地をもち

谷間に満ちた

青きまだらの馬群を集め

長さ馬捕り樺を返り

広さ輪を作り

つむじ風のごとき

速き馬を捕らえ

野生馬･野生ロバのごとき子馬を絡め捕り

70人で押さえて端綱をつけ

80人で協力して留め木にとめ

HatJm 3aaHuOJrTOHryyTLaapt7aHraJTyyJIX

小結関脇たちが締め固め

ypTCa蕗ⅩaHra皿Caa

ypaH3aHrHJIaaTMyHaapTYrXHX

ySICaHyHaraIo川6H333.

33JTJlaCaHyHaratJHHL

333prepoecHeOCOJ70H

HorTJTOCOHyHarat相Hb

HorTPyyuJyByyHaaCOJTOH

A点JIaapaa6aSIHrar皿aX

ALIyyraapaaOJTOHr∂rLlaX

ryt7HHXOHOrCaphIHX∂MX∂∂

rypBaH3yyH双apXOHOr

X打JT耳点HXaMXaa

apraⅩnepBeHuar

aaJIXJTaXapBaHXOepcapHL

XapLuJTaXLLJaJITraaHrY最

enop6ypuyrJIaX

OrJT餌 6YpHa立pJTaX 6a丘ⅩbIH

OJI3H免T3丑ca丘ⅩaHepOM耳点r

H∂rH最HeMH餌CHH最TH最HLlyH皿

naaLu皿aaLUEtaBuYYJTaHaiiJTTra刃a!

長き美しき杭を

巧みに組んだ槌で打ち込み

つなぎとめた子馬であろう｡

ゼルにつながれた子馬は

野生鹿の群より多く

端綱をつけられた子馬は

山鳥の群より多く

家族は富裕といわれ

馬群はあまたといわれ

30日のひと月のあいだ

360日の

年のあいだ

繰り返す4つの季

順に来る12の月

争う理由なく

毎日集まり

毎朝楽しむ

書祥あるすぼらしさ祝詞を

代表してみなの中

高く高く捧げよう !
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第3部 動物をかたる

(2)ウルスのことば

ra皿raa皿AaJta如 ycblryyX

raH皿HHMO皿HbtHaBtlH最rm ∂X 只BCaH

エapra最aBapTa免

皿aJl6aHCYYJlTa免

XaJT6aHt川XTa免

ⅩaJT3aHuar早aHXOHHO

3HaMStHraHXOHHHbT

MarHa最zL;IB皿ar

TYMaHXOHHHt･T

TYpYYHzl只B皿araHaXOHH免r

ypaHCa免ⅩaHapraapaa

ypTCa免ⅩaHuaJTMaapaa

uaJlaM皿aH6apHa皿

MeHXTepI柏 HⅩapxYHH最r3aJIX

MeHrOHHJIMaapHbHJTArYYJIX

AJlTaHHJlMaapHhaBAYYJlX

raHXyyXOTOOCHpCaH

raHuHpMaHTOrOOHA

Xa如 ⅩycyypXYpraJIrY免

Xa魚JtraX 60JtrOHtlaHaCaH

AJITaH6YcJTYYpTa免

MeHreHXa皿aaCTa免

Arap3aHLlaHTaBuJHH皿

epxTaBhX

Ocrex tlHMX

3HTLaXH免HXaaJtTa免 60prYyHaaC

A刀TaHuaaXTa最MeHret16ercTa免

yHararaPCHbITyJt

YpcaH皿30pHyJlX rapraCaHXOHHO

これは外海の水を飲み

ガンデインという木の葉を食べた

広がった角の

平たい尻尾の/一､■′

大きな耳の

額にぶちのある白い羊を.

この千寮の羊の

先頭を行く

万頭の羊の

先を行くこの羊を.

たくみな技で

長さ美しき投げ縄かけて

絡め捕り

永遠なる国の男を招き

銀の刃で皮をはぎ

金の刃で解体し

甘粛のまちから伝来の

鋼鉄の鋳物のなべで

鉄も鹿も触れずに

融かして煮て

金のたがの付いた

銀のくぎを使った

アガルという香木の大皿に

盛り付け

増やし飾り付け.

当地の妊娠した灰色の牝馬から

金の胸の,銀の尻の

子馬が生まれたので

ウルスのために殺した羊なり

(3)インタビュー (1992年9月の聞き取り調査)

A.GN(59歳.男性)

ゥムヌゴビ県.ノムゴン･ソム･イヘ ･ノムゴン山の北側に住む｡1992年9月17

日に聞く｡

まず数日前か前日にウルスをする日を暦書によって決めて近所に触れるo寅か戊
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の日におこなう｡子馬をつなぐ綱- ゼルを張る方向も暦書で決める｡

当日の早軌 近所の男たちが馬捕 り樺をもって集まってくると.彼らと馬括り樺

の両方を聖別 (MSIJTaaX)する.2本の杭にみなでゼルを強く張る.ゼルと子馬

の端綱とトグルをアルツ (杜松の葉)を焚いて清める｡ハダグが結ばれた馬捕 り

樺でまずオーガン･オナガ (群の中でその年最初に生まれた子馬)を捕らえ,ゼ

ルの上端 (高い方)につなぐ｡ほかの子馬もみな掃らえてゼルにつなぐ｡

そしてオーガン･オナガを捕らえた人間が.その馬括 り樺でウルスのためのオス

の羊を捕らえる｡その肉は残らずゲルで煮られ,ポープ (菓子類)や乳製品など

と一緒に.ゼルの上端に敷かれたフェルトの敷物の上に.ゼルに向けて作法どお

り盛 り付けられる｡

ゼルにつないだ上端から3頭までの子馬の母馬から乳を搾 り.ゼルの上端の横に

置く｡つぎに乳の入った桶を馬に乗った2人が馬捕り樽でかつぎ.そのあとをや

はり馬に乗った人がしたがい.ツアツアルで乳を撒きながらゼルの周囲を3回回

る｡それから.オーガン･オナガとその父馬にハタグを結びつける｡オーガン ･

オナガには馬括り禅につけられていたハダグを額の両脇の毛に結びつける｡これ

らはすべて男性がおこなう｡

これが終わるとフェルトを敷いたところに一同集まり.ゼルの上端のかたわらに

焚いておいた火に.盛り付けられた羊の肉の中から,腰骨 (uaaHT)と長い肋骨

4本 (皿epBeHeHEOP)の部分を骨だけになるまで焼 く.これをウルス ･ハイラ

ハ (ypcxaBJTaX,ウルスを融かす)という.

こうしてほかの部分をゼルのところでみんなに分けて,ゲルに入 り夜どおし宴を

する.肺.心臓.直腸,冒.首の部分は分けずにスープ (ⅩoLIOO皿TO蕗uleJT)にして.

翌朝全貞で食べる｡

上記以外に.ゼルの2本の杭の外側にデルス (皿apC)をそれぞれ植える.これ

はデルスがよく根を張ることから.馬が殖えるようにという意味である｡また羊

の肉の上に馬括り禅のかたちに編んだデルスを置き.オーガン ･オナガを捕らえ

たあと,それで子馬の耳をはさむ｡

この儀礼は.雨が降り,革が生え.馬の数が殖えるようにと.ハンガイに鳥乳の

最上の物 (cYyHH蕗皿33X)と (馬群に対しても)羊肉を分け与えるのである.

2歳馬 (皿aara).3歳馬 (uyzIJTaH6a丘皿aC)から生まれた子馬は速いよい馬

になると珍重され, トボク ･サイル (TOBOrCa最p)とよばれるが,このあたり

ではトポク･サイルがいない家でも子馬が生まれた家では,この儀礼をおこなう｡

われわれの理解では,ウルス ･ヒ-フといえば何よりも羊の肉を思い浮かべ,辛

の肉を分けて宴をおこなうと理解する｡特別な理由でウルスを出せない家は,乳

も撒かず.子馬をゼルにつないだあと,食事をして解散する｡

その年の搾乳を終える (ryyTaBHX)ときには最後の乳を搾って.｢元気でいろ｣
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と去っていく子鳥のうしろから撒いてやるo宴会はおこなわない｡

それ以前.子馬にタムガ (焼き印)を押したときには宴が催されるが･羊肉は出

ない｡

B.TsTs(91歳,男性)
ゥムヌゴビ県.ノムゴン･ソム.ソムの中心に住む｡13歳から38歳までサンギーン･

ダライ寺のラマであった｡1992年9月18日に･以前どのようにおこなわれていたか

を聞く｡この家族は種馬2頭を含む20数頭の馬をもつoこれらの儀礼からは仏教的

要素は排除されているが･今年もおこなわれたというo

搾乳を開始する (ryy6apHX)のは･寅･戊･午のいずれかの日である｡おもに

戊の日に開始する｡夏の終わりの月 (太陽暦7月)か秋の初めの月にするo夏中

にすることができたらよい｡

ゲルで煮た羊1頭の肉を.首と胃の部分だけを残し･ゼルの上端のかたわらに敷

いたフェルトの敷物の上に,菓子 (ポープ)や乳製品とともに並べる｡そして鹿
骨と4本の長い肋骨の部分にアリヤー･エレンマンダという名の仏をのせるoゼ
ルの上端から3頚分の乳を撤いたのち･羊の肉をやってきたすべての人間に分け

る｡そのとき.艦骨と長い肋骨4本の部分をゼルの上端近くに焚いた火にくべる｡

こうして火を通じて鳥の神 (a皿yyHbITaHraP)であるアリヤー ･エレンマンダ

に捧げるのである｡

このときと乳を撒くときには.｢ゴドマ･バラージヤド｣(筆者注- <Tib･rgod
ma･brasbyed).モンゴル語にすると -rYyH舶 YpTaXHn"という経を読む｡

このYpとは子馬のことであり･｢牝馬の子を出す｣経といってもいい｡ここのサ
ンギーン･ダライやノムゴン山や北京までさまざまな地名が出て来る｡夏･雨が

降るように,馬の数が増えるようにと祈る経である｡

鳥乳酒ができてからする家もあるo滋養の象徴 (uHM細 目63nm an)であるア

ルヒを作って用意する家もあるoつないだオーガン･オナガの背 (uHnHypyy)

にアルヒをかけるのである｡

ゼルのところで肉を分け.そこでそれを食べ終わると･ゲルに入って夜どおし宴

をひらき.翌軌 ｢胃のスープ｣(Xo皿00Hb-Men)を食べる｡
ゼルの上端に馬取り樺のかたちに編んだデルスを用意するのは･むかしチンギス･

ハーンがホルマスタから白い牝馬をもらい･この牝馬から生まれた子馬をチンギ

ス ･ハーンがデルスでつないだので･この習慣が始まったのである｡

1年の搾乳を開始するとき･もし時間があったら子馬にタムガも押してしまうo

しかし.一般には一年の搾乳を終了するときタムガを押すo巳の日に搾乳を終了

するようになったのは最近のことで･ジェプツンダンパ8世が巳年生まれだった

からである｡このとき,｢サンジッド･ダンセレン｣(筆者注- <Tib･bsangspyod

drangsrong)という経を読む｡そして乳を撒き･子馬の端綱をしまう0
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馬の搾乳儀礼 ｢グー二一･ウルス･ガルガハ･ヨス｣再考

C.DN (56歳,男性)
ウムヌゴビ県.ハンボグド･ソム,バヤンオポーとハンボグド両ソム境に住む｡

1992年9月19日に聞く｡この家ではつい最近ウルスの儀礼をしたということで.腰

骨と長い肋骨4本の部分の肉がくべられたという火を焚いた跡が残っていた｡

今年は9月7日 (成)に,馬の搾乳を開始した｡ふつうは7月か8月の戊の日で

ある｡搾乳終了は寅の日に.タムガを押すのと同じ目にする｡

ゼルの両端の外側にはデルスが植えつけられる｡

オーガン･オナガをまず捕らえてゼルの上端につなぎ.残りの子馬も捕らえてゼ

)t'につなぐ.ゼルの上端から3頚の子馬の母馬の乳 (aXHH丘 rypBaHCaaM)を

搾る｡これは男性がおこなう｡

そしてオーガン･オナガとその父馬にハダグを結びつける｡そのとき.デルスを

馬取り樺のかたちに編んでオーガン･オナガの耳をはさみ.轡に通す｡このデル

スはあとでヤマ一 ･トーハイ ･ザンギ (51MaaTyyXa最 3aHrH)というかたちに

編んだデルスと一緒にダルハン･ホル(zlapXaHXyJT.人が手をつけてはならない,

乳を入れた木の椀)の上に置かれる｡

搾った乳の入った桶の取っ手に馬取り樺が通され.子馬を捕らえに集まった男た

ちがみんなでかついで徒歩でゼルの周りを3周する｡それに後から1人がしたが

い ｢ツオーン･ツオド｣(uooHuOn)と言い.乳を撒く｡
それからゼルの上端のデルスと食べ物の置かれたフェルトの敷物とのあいだに焚

かれた火に,腰骨と長い肋骨4本の部分がくべられる｡こうして馬群に捧げるの

である｡これを ｢ウルス ･ハイラハ｣という｡
そして,フェルトの上で羊の肉を分けて食べて.ゲルに入って夜どおし宴会をす

る｡翌朝みんなで ｢胃のスープ｣を食べて散会する｡

ほかの家畜では.最初に乳を搾るとき乳を撒く儀礼はない｡

D.JG (56歳.男性)

ウムヌゴビ県.ハンボグド･ソム,ツアガ-ントルゴイト寺跡に住む｡フルムン･

ソムの出身で.ダランザドガドで運転手をしていたが.退聴して2年前に移ってきた｡

今は馬はいない ｡ 1992年9月20日に聞く｡

目上の人 (axMaEⅩYH)に頼み.ハダグを結んだ馬捕り樺でまずオーガン･オ

ナガを捕らえてもらう｡ゼルの周りで乳を撤いたのち.ゲルに入り.羊の肉で宴

をする｡

E.不明

ウムヌゴビ県.バヤンダライ･ソム.バヤンダライから東へ 17キロ地点に住む｡

バヤンダライの中心から去年こちらに移ってきた｡5つのゲルで構成されるアイル｡

1992年9月17日に聞く｡

今年は8月14日 (18日?)戊の日に馬の搾乳を開始した｡3歳馬が出産したの
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とは関係なく.かならず羊の肉で祝う｡タムガを押したときにも宴を開く｡種馬

2頚.牝馬数漢を含む･3帽 あまりの馬がいるo

F.DE(25歳.男性)

ドンドゴビ県.ウルズイート ソムに住むoデルト プリガード･バローンボラクo

1992年9月21日に聞くo

今年は7月18日 (16日巳?･)に鳥の搾乳を開- た｡成か巳の日に開始するの

がならいである｡タムガを押すのは成か巳の日で･その日に搾乳も終了するo

ォ-ガン･オナガの額に･捕らえた鳥捕り樺に結んであったハダグを結ぶ｡

ゼルの上端から3鮒 の乳を･男たちが徒歩でゼルの烏の群の外側を ｢ツオーン.

ッォド｣と叫びながら.撒いて回る｡

ゼルのところで 羊の肉を分けて食べたのち･残った肉をテーブルごと ｢さあ･運

んできたぞ.運ぶぞ｣(3aaHYynaa･a- aa)と掛け声をかけながら途中3回休ん
でゲルに運び込むo

翌朝 ｢胃のスープ｣を食べるoこの中には血詰めの胃･首･胸骨の部分 (oB- )･

直腸.漢.すね (u舶 p･uaaHTの下に続く部分)が入っている｡

艦骨と長い肋骨4本の部分を火にくべることはしない｡ユルールはゲルで宴会の

ときに唱える｡

タバク･サイル7′ヽ:′ー'J-JJr JヽLUJLJ-~~I-ーT'

搾乳を終了するときは指遊び- たりして夜どおし宴会をするoそのとき ｢タム

ガの5杯｣(TaMraHb-TaB)といい･鳥乳酒を木の器 (Xyn)5杯ずつ飲む｡

2課の種馬.鵬 20頭･子鳥5頭を含む25頭の馬がいるoそのほか羊が約200臥

G.DJ(71嵐 男性)
ドンドゴビ県.ウルズイート ソムに住む｡デルト･プリガード｡1992年9月21

日に聞く｡

今年は8月6日の戊の日 (筆者注- 実際は寅の日)に搾乳を開机 た｡例年寅

か戊の日におこなう｡成の日に搾乳開- て･寅の日にタムガを押すならいであ

る｡

ォ-ガン･オナガはその家の主人かその子 (YpxYYxa皿)が捕らえる0

2人の男が乳を入れた桶を鳥捕り樽でかつぎ･1人があとからしたがい乳を撒くo

そのとき ｢ツオーン･ツオド｣と叫ぶoこれは男性だけでおこなう｡そうして馬

取り樽をゼルのところに立てかけ･サンを読むo

そしてゼルの上端で羊の腰骨と長い肋骨4本の部分を焼くoこのとき｢13サン｣

(ApBaHrypBaHCan)を読むこともあるo

っぎに.肉の残｡の部分をみんなに分けて飲み食いしたあと･子供が残りくずを

奪い合う｡そして食べ物が並べられていたテーブルをゲルに運び込む｡ゲルでは

大きな宴会はしないo
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(TaBarCa軸 )は牡だけをいう｡牝のほうの名前は忘れてしまったO-_■5-r▲_■

馬の搾乳儀礼 ｢グー二一･ウルス･ガルガハ ･ヨス｣再考

ウルス ･ヒ-フとは羊の肉を分けることと理解している｡そうすることで書から

家を守るのである｡

タバク･サイルの生まれた家では.必ずウルス･ヒ-フする｡牡は速い馬になるが,

牝のタバク･サイルも速いよい馬を生む｡

こめ儀礼の意味は.大地の主 (JIyCra3ap)を喜ばせ.雨を降らせ.家畜が増え

ることを祈ることにある｡

H.不明 (36歳,男性)

ドンドゴビ県.デルゲルツオグト･ソムに住む｡2年前までマンダルゴビでトラク

ターの運転手をしていた｡1992年9月12日に聞く｡

烏の搾乳開始は.おもにナーダムの前.7月8月の寅の日におこなう｡寅の日に

開始し,戊の日に子馬にタムガを押し,巳の日に搾乳を終了する｡

縁起のよい方角を選んでゼルの杭を打ち.子馬を捕らえるのに集まった男たちが

みんなでゼルを強く張る｡

ハダクが結ばれた馬捕り樺でオーガン･オナガが捕らえられると.馬掃り樺から

オーガン･オナガの額にハダクが結び移される｡

ゼルの近くには白いフェルトが敷かれ,乳製品が並べられている｡

乳を撒くとき.以前は9頚の白馬に乗った人たちがゼルを3周し.｢ツオーン･ツオ

ド｣と言っていた｡今はこのように馬を集めるのがむずかしい｡

ゼルの近くのフェルトのところで乳製品を分けて飲み食いする｡馬乳清もまだで

きていないから歌が歌われるような宴会にはならない｡タムガを押すとき,搾乳

を終えるときには.仕事の成果が出ているから宴会をする｡

しかし3歳馬が子馬を生んだ場合には,羊の肉を出して.やってきたすべての人

間に分けて祝う｡分け与えられた肉はその場で食べてもいいし,家にもちかえっ

て食べてもいい｡自分はこの羊の肉をウルスと理解している｡ウルスを出すとい

えば羊の肉が出される.単にグー ･バリフ (ryy6apHX)といえば乳製品や菓子

だけで祝うと理解する｡ウルスは毎年続けて出さなければいけない0

集まってきた人たちは,家の主人に ｢子馬はおとなしいですか｣(yHaraHOMXOH
6a蕗Hayy?)と聞く｡それに対して主人は｢おとなしいですよ｣(HoMXOH6a最Ha)

と答える｡

搾乳を終了するときには最後の乳を撒き.ゼルの杭を抜いた穴に米か大麦を入れ

る｡そしてゼルを蛇がとぐろを巻くようにする｡これは蛇が流産することがない

のにあやかるためである｡

Ⅰ.EO(51歳.男性)

ドンドゴビ県.デルゲルツオグト ソムに住む｡1992年9月22日に聞く｡

オーガン･オナガを捕らえるときハダグを馬捕り樺につけ,捕らえたのち子馬の

額のところに結びつける｡

323 一
.11./.hJH1...



l
l一l一▼･--･IP

~一~iHJHJけJrJ.t▲1
日j川

t■iIi■l一一

Id

.二

..■

第3部動物をかたる

3頚分の乳の入った桶は,
その家の主人と女主人がもち･
｢ツオーン･ツオド｣

と言いながら撒く｡
用意するのは乳製品だけで
.
宴会はおこなわれないo
宴会がおこ
-
なわれるのは
･

子馬にタムガを押し
.
1年の搾乳を終える日であるo
あるいは
･
馬乳酒ができて

からだと宴会が催される｡
タバク･サイルが生まれた家では,
かならず羊の肉を出して客にふるまう｡こ
れ

をウルス･ヒ-フという｡
そしてそれを続けておこなわないと縁起が悪いo

以前は
,
ウルスをするときには,
ゼルの上端の西側に火を焚き･
上端のところに

置いた羊の肩押骨(且an).
漢の部分(TOnrOB)･
下端に置いた胸骨･
艦骨と長

い肋骨4本の部分を骨だけになるまで焼いていた｡
これはその家の主人がおこな

う
｡
そこで肉を分けて飲み食いし.
翌朝｢胃のスープ｣を食べる｡

∫
.
TsT(73歳)

ドンドゴビ県
,
アダーツアグ･ソムに
住む
01992
年9月13日に聞くo

まず
.
1人がその家の主人にとって縁起のいい方
向(rapH如33HH虫XH最

MOpbHbT3Yr･
)から鳥群に駆けていき･ハ
ダグをつけた鳥捕り樺でオーガン･オ

ナガを捕らえる｡ハ
ダグがないときは赤い糸でもよい｡
捕らえたあと
･
それをオー

ガン.オナガの額につける｡
これは夕方子馬を放すときに取るo

そしてゼルを3回回り.10
の方向に乳を撒くo
乳がよく出て
･
烏群が増えるよう

にと
.
ハンガイ(anTaHAanXH免XaHraB
)とハン･ホルマスタ神･
つまり｢母

なる大地
,
父なる天｣(aXra3ap.aリarTaHrap
)に対して
･
また国家や仏教

に対して祈るのである｡こ
れを｢ウルス･ガルガハ｣というo

非常に稀に3歳馬以下の若い牝馬が子馬を生む場合がある｡
そのときには
･
これ

に付け加わる儀礼がある.
まず
.
この子馬のためにとくにゼルを一本張り･
そこ

につないで｢トポク･サイル｣という
称号(uon)を与
える
｡
やってきた人々が

ぉ金を掛ヂたりしてその子馬を聖別(MMaaX
)する.
主人は乳やアルヒで聖別

してやる｡
トポク･サイルの｢サイル｣とはサイン･エル(ca如叩)の
ことで

ある｡
ゼルのかたわらのフェルトの上には乳製品な
どのほか羊1頭を煮た肉が盛り付け

られ
.
やってきた人たちにふるま
われる｡
これは最低9年間毎年欠かさずおこな

ゎれなければならない｡
自分のところでもトボク･サイルが生まれ･
毎年この儀

礼をおこなっている｡
子馬にタムガを押すときにも家畜が増えることを祈って宴会がおこ
なわれるo

搾乳を終了するときには宴会はない.
端綱の宴(HorTLIHHa軸)
をするところ

もあるが
,
自分は搾乳が終わってしまうのに宴会を
するのはつまらないと考えるo

巳の日に搾乳を終了するのは蛇が流産しないからで
ある
｡

ほかの家畜では初めて搾った乳を撒くとい
うことはしない0
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K.OG (37歳.男性)

トウプ県･バヤンウンジュール ･ソムに住むoバヤンバラ-ト･ブリガー ド｡1992
年9月24日に聞く｡

6月15日 (戊)に搾乳を開始｡タムガを押して子馬を放し.搾乳を終了するのは.

今度の寅の日を予定している｡これは巳の日でもよい｡

馬括り稗にハダグを結び,オーガン･オナガを捕らえて.そのハダグを結ぶ｡

撒く乳は1頚分でも3頭分でもよい｡男主人が桶をもち.女主人が乳を撒く｡撒

きながら ｢ツオーン･ツオド｣と言う｡アルツでゼルを浄め,ゼルの上端にビヤ
スラグなどを並べ.それを食べて終わる｡

タバグ･サイルの生まれた家では.ゲルの中で羊肉を食べて祝う｡火にその部

分を焼くことはない｡それもその年限りで続けてはおこなわない｡｢胃のスープ｣
も作らPない｡

乳を撒く目的は,乳をハンガイに掛 デ.すべての家畜を聖別することである｡

搾乳を終了するときには,ゼルの杭を抜いた穴に米を入れ,翌年も米のように子

馬が生まれることを祈念する｡

3頚の種馬.10頚の牝馬 (ryY)を含む約20頭の馬をもつ｡


